FUN project　第一日目　講演会開催報告
≪講演概要≫

第一日目は、UNDP広報市民社会担当官の西郡俊哉氏、UNFPA東京事務所長の池上清子氏の講演でした。講演内容は組織全般のことに関する説明だけでなく、職員の方の現場における非常にリアルな活動をお聞きすることができました。
＜UNDPの西郡俊哉氏＞
　UNDP（国連開発計画）の西郡氏のお話では、UNDPの組織とプロジェクトの内容を詳しく聞くことができました。氏はUNDPでの最初の赴任地としてモンゴルに行き、貧困削減チームの民間産業振興官として、貧しい人々を対象とした雇用創出や所得向上プロジェクトに取り組まれました。３年目には、日本発のアイディアをいかした一村一品運動（各村毎に一品を選んでマーケティングをする活動）を行われました。各村は誇れる固有の物品を作る技術を持っていますが、それを商品化して売るということはなかなかできません。例えば品質は優れているのに、商品を容器に詰めてラベルを貼るという単純な工程を行う機械を買う資金がないため、商品化にこぎつけることができないということもよくありました。『これは惜しいことだ』と感じられた氏は、日本政府に提案し、活動資金を得て、現地の人と協力の上で一村一品運動を開始されました。（最初に選ばれた商品の一つは蜂蜜だったとのことです。）
　UNDPはこうした貧困削減の他に、民主的ガバナンス、持続可能な環境とエネルギー、危機予防と復興を重点分野としています。紛争後の地域で平和を構築する取り組みとして、元兵士から武器を回収し、その代わりに職業訓練を受けられるクーポンを渡すといった、アイディアが光る、変わった取り組みが功を奏している例を知り、聴講していて新鮮でした。
＜IMFの宇都宮敬子氏＞
　UNFPA（国連人口基金）の池上氏は、今、世界人口で25歳未満の年齢の人が何パーセントか、（答えは50％）という、知っていそうで知らない統計データの話をクイズ形式でされた後に、現在取り組んでおられる途上国における女性問題の話をして下さいました。まず、途上国における若年結婚の原因は、土地に根付いた習慣によるものと、経済的な問題によるものの２通りがあります。後者は、自分の家の食いぶちを減らそうという「口減らし」で行われているそうです。例えば、１０歳の少女が、親の決めた会ったこともない男性のところへ嫁いでいくのです。若年妊娠の体への影響は深刻であり、例として氏はフィスチュラという病気の話をされました。この病気の症状は非常に重いものですが、３００ドルあれば治癒できます。しかし、それだけの治療費を払うことが出来ず、病気を治せないまま、苦しまなければならない人が多くいるのです。氏の話からは、そのような深刻な現状が今まさに世界で起きているのだということを身をもって感じることができました。
　質疑応答の時間では、われわれ学生の率直な質問にも丁寧に答えて下さり、とても有意義な時間となりました。
　また、講演会後に職員の方と食事をする「懇親会」では、質問時間に質問しきれずにいたこともお聞きすることができました。深いお話を詳しく伺うことができ、和やかな雰囲気でありながらも刺激にみちたものでした。
　第一日目FUN project講演会はまさにFeel United Nations（FUN）の目的を達成できたと思います。講演者（国連）を非常に身近に感じる講演会でした。

　最後に、懇親会で西郡氏が述べられた印象的な言葉があるので追記します。氏は一般企業で働いていた頃と比較して、国連は常に自らキャリアを切り拓かねばならず、途上国で勤務を続けることは大変だと感じることもあるそうです。しかし、今も一般企業に戻らず、国連で頑張り続けていらっしゃいます。氏はこう述べられています。「プロジェクトが成功した時の、現地のおじさんおばさんに感謝された時の笑顔とハグ」が原動力であると。

※今後、より国連と関わりをもっていけるよう、弊プロジェクトは、UNFPAの6月26日からのアフガニスタンの子供が描いた絵を展示する作業や、７月４日の世界のお母さんの命を考えるシンポジウムに参加させて頂く予定です。
